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( 単位：万円 )

（　）内は構成比

会　計　区　分 歳入 歳出 差引

一　般　会　計 82億4016

15億5,620

9,501

8,747

1億5,150

39

2,569

15億3,564

5,198

3億4,135

1億1,740

76億5,166

15億2,559

8,940

5,038

1億5,057

23

2,538

15億1,102

5,120

3億4,074

1億   784

5億8,850

3,061

561

3,709

93

16

31

2,462

78

61

956

特
別
会
計

国民健康保険事業

国民健康保険直営診療所事業

野上簡易水道事業

美里簡易水道事業

老人保健事業

農業集落排水事業

介護保険事業

のかみふれあい公園運営事業

後期高齢者医療

企業
会計 上水道事業会計（収益的収支）

町税
9億1，118万円
（11.1％）

2億7,025万円
（3.3％）

県支出金
4億6,257万円
（5.6％）

国庫支出金
6億5,058万円
（7.9％）

町債
9億5,489万円
（11.6％）

地方交付税
41億5,613万円
（50.4％）

歳　入
合計

82億4,016万円

歳　出
合計

76億5,166万円

8億3,456万円
（10.1％）

災害復旧費
1,619万円
（0.2％）

商工費
5,880万円
（0.8％）

議会費
8,650万円
（1.1％）

消防費
3億2,936万円
（4.3％）

諸支出金
4億3,315万円
（5.7％）

教育費
4億3,356万円
（5.7％）

農林水産業費
5億9,815万円
（7.8％）

土木費
6億2,145万円
（8.1％）

総務費
9億4,359万円
（12.3％） 衛生費

9億5,090万円
（12.5％）

民生費
14億3,217万円
（18.7％）

公債費
17億4,784万円
（22.8％）

一
般
会
計
決
算
は
、
歳
入
総
額

82
億
４
，
０
１
６
万
円
、
歳
出
総

額
76
億
５
，
１
６
６
万
円
で
差
引

残
高
５
億
８
，
８
５
０
万
円
と
な

り
、
そ
の
う
ち
翌
年
度
へ
繰
越
す

べ
き
財
源
の
２
，
８
４
５
万
円
を

差
し
引
い
た
５
億
６
，
０
０
５
万

円
が
実
質
収
支（
黒
字
）と
な
り
ま

し
た
。

平
成
22
年
度
末
地
方
債
現
在
高

は
、
１
１
１
億
２
，
１
６
９
万
円

と
な
り
、
対
前
年
比
６
億
３
６
５

万
円
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。
平

成
22
年
度
財
政
調
整
基
金
残
高
は
、

９
億
６
，
５
６
３
万
円
と
な
り
、

対
前
年
比
２
億
６
，
２
３
６
万
円

の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

歳
出
目
的
別
で
は
、
公
債
費
が

22
．
８
％
、
民
生
費
が
18
．
７
％

と
こ
れ
ら
が
多
く
を
占
め
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

地
方
自
治
体
の
財
政
は
、
極
め

て
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
、

行
政
効
率
の
向
上
を
目
指
し
、
効

果
あ
る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い

き
ま
す
。

参
考
）

「
公
債
費
」･･･

借
金
等
の
償
還

に
要
す
る
経
費

「
民
生
費
」･･･

社
会
福
祉
、
身

体
障
害
者
、
高
齢
者
、
児
童
福
祉
、

生
活
保
護
及
び
災
害
救
助
関
係
に

要
す
る
経
費
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平
成
22
年
度
　
決
算
の
公
表

 ( 単位：万円 )
会　計　区　分 歳　入 歳　出 差　引
一　般　会　計 82億4,016 76億5,166 5億8,850

特別会計

国民健康保険事業 15億5,620 15億2,559 3,061
国民健康保険直営診療所事業 9,501 8,940 561
野上簡易水道事業 8,747 5,038 3,709
美里簡易水道事業 1億5,150 1億5,057 93
老人保健事業 39 23 16
農業集落排水事業 2,569 2,538 31
介護保険事業 15億3,564 15億1,102 2,462
のかみふれあい公園運営事業 5,198 5,120 78
後期高齢者医療 3億4,135 3億4,074 61

企業会計 上水道事業会計（収益的収支） 1億1,740 1億 784 956



( 単位：万円 )町税の内訳(単位：百万円)地方債残高の状況

町民１人当り
使われたお金
713,708円

町民１人当り
納めたお金
84,990円

人口10,721人
（平成23年3月31日現在）

世帯数4,637人

3億6,938

4億7,821

2,969

2,562

271

9億  561

284

229

44

0

0

557

3億7,222

4億8,050

3,013

2,562

271

9億1,118

現年課税分 滞納繰越分 合計

市町村民税

固定資産税

軽自動車税

町たばこ税

入 湯 税

合 計

平成21年度末
現在高

平成22年度
発行額

平成22年度償還額 平成22年度末
現在高元金 利子 計

117億25 9億55 15億58 1億89 17億47 111億22

1世帯当り
使われたお金
1,650,132円

1世帯当り
納めたお金
196,502円

紀
美
野
町
消
防
訓
練
初
め
式
が
、

１
月
８
日（
日
）午
前
９
時
か
ら
紀

美
野
町
農
村
総
合
セ
ン
タ
ー
で
行

わ
れ
、
消
防
団
員
、
消
防
署
員
総

勢
６
０
５
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
寺
本
町
長
の
式
辞
、

家
本
消
防
長
の
訓
示
の
後
、
団
員

表
彰
、
新
入
団
員（
20
名
）の
紹
介

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
紀
美

野
町
吹
奏
楽
団
の
演
奏
に
よ
り
、

一
層
式
典
が
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

式
典
終
了
後
、
分
列
行
進
、
同

セ
ン
タ
ー
下
の
河
原
で
放
水
訓
練

が
行
わ
れ
、
一
糸
乱
れ
ぬ
消
防
職

団
員
の
行
動
か
ら
、
町
民
の
生
命

と
財
産
を
守
る
と
い
う
士
気
が
感

じ
ら
れ
ま
し
た
。

【水道メーター交換のお知らせ】
○毎月11日から25日の間にかけて古くなっている水道メー
ターの無料交換を行っていますので、ご協力をお願いし
ます。

○作業員は、水道課発行の交換作業従事者証を携帯してい
ますので、不審に思われるときは、提示を求めてください。

（交換後のお願い）
交換作業は、細心の注意を払って行いますが、まれに空

気が入ることや若干の濁り水が発生する場合があります。
交換作業後は、水を使用する前に浄水器・混合水栓等がつ
いていない蛇口を開けて、水道管内の空気や水を流してく
ださい。
お問い合わせは、水道課　℡073–489–2474までお願いし

ます。

2012.23

町
民
の
安
全
と
安
心
な
暮
ら
し
を
願
っ
て

平
成
24
年  

紀
美
野
町
消
防
訓
練
初
め
式

農村総合センター下の河原で行われた放水訓練

団旗を先頭に分裂行進する団員

団員を観閲する寺本町長ら



平
成
24
年
紀
美
野
町
成
人
式
が
、

１
月
８
日（
日
）午
後
１
時
30
分
か

ら
中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
今
年
は
、
平
成
３
年

４
月
２
日
か
ら
平
成
４
年
４
月
１

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
１
０
０
人

（
男
性
49
人
、
女
性
51
人
）が
対
象
。

当
日
は
、
艶
や
か
な
晴
れ
着
や

新
し
い
ス
ー
ツ
に
身
を
包
ん
だ
78

人
が
出
席
し
、
会
場
内
は
久
し
ぶ

り
に
会
う
旧
友
た
ち
と
楽
し
く
語

り
あ
っ
た
り
、
写
真
を
撮
り
合
っ

た
り
と
終
始
な
ご
や
か
な
雰
囲
気

に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

式
で
は
、
国
歌
、
紀
美
野
町
民

歌
斉
唱
の
後
、
寺
本
町
長
の
挨
拶
、

来
賓
祝
辞
が
あ
り
、
最
後
に
、
新

成
人
を
代
表
し
て
東
山
仁
香
さ

ん（
小
畑
）か
ら「
私
達

１
０
０
人
の
新
し
い
人

生
の
出
発
点
と
な
る
本

日
、
こ
の
よ
う
に
盛
大

な
式
典
を
催
し
て
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
今
日
ま
で
私

達
を
育
て
、
励
ま
し
、

ご
指
導
い
た
だ
き
ま
し

た
家
族
や
先
生
方
、
地

域
の
皆
様
に
、
本
日
無

事
成
人
を
迎
え
た
こ
と

を
ご
報
告
す
る
と
と
も

に
感
謝
の
気
持
ち
を
新

成
人
一
同
あ
ら
た
め
て

強
く
し
て
い
ま
す
。」と

お
礼
の
言
葉
が
述
べ
ら

れ
、
式
は
終
了
し
ま
し

た
。式

後
、
記
念
撮
影
が

あ
り
、“
成
人
の
一
歩
”

を
カ
メ
ラ
に
納
め
ら
れ

ま
し
た
。　

紀
美
野
に
こ
に
こ
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
と
は
認
知
症
の
方
を
地
域
で
見

守
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
、
認
知
症

高
齢
者
等
が
万
が
一
、
行
方
不
明

に
な
っ
た
と
き
、
そ
の
方
の
情
報

を
協
力
し
て
く
だ
さ
る
協
力
機

関
・
協
力
者
に
提
供
す
る
こ
と
で
、

地
域
で
の
見
守
り
を
増
や
し
早
期

発
見
を
め
ざ
す
も
の
で
す
。

マップを作って 助け上手・助けられ上手に!!
「住民支え合いセミナー」

開催のお知らせ
　「絆」という言葉をよく耳にする昨今。地域での
支え合うことの大切さを実感された方も多いのでは
ないでしょうか?
　このセミナーでは、助け上手・助けられ上手にな
るための「住民助け合い起こし」と、生活課題を明
らかにすることで住みよい地域づくりを考える「住
民支え合いマップづくり」を実践します。
　みなさんが80代を迎えられたとき・・　自分は
どうありたいですか?
　みんなで楽しみながら考えてみませんか??

（住民支え合いセミナーは全国各地で開催されてお
り、県内では白浜町や高野町などでも取り組まれて
います。）

●日　時
　平成24年2月3日（金）　午後1時〜 4時30分
●場　所
　紀美野町総合福祉センター 3階　多目的ホール
●講　師
　住民流福祉総合研究所代表　木　原　孝　久 氏
●対　象

住民・ボランティア・民生委員・ケアマネージャー
等どなたでもご参加いただけます。

※受講無料。資料の関係がありますので、できれば
事前にお申込みください。
お問い合わせ　紀美野町保健福祉課 ℡489-9960

講師プロフィール
30数年にわたり住民流の福祉のあり方を追い求
め、研究会やセミナーを開催。地域の実態把握の手
法として「支え合いマップ」を発案、以来全国に普
及させている。

紀
美
野
町
で
の
協
力
機
関
は
、

下
記
の
通
り
で
す
。
協
力
機
関
に

は
、
見
守
り
協
力
員
で
あ
る
証
の

ス
テ
ッ
カ
ー
を
配
布
し
て
お
り
ま

す
。
紀
美
野
町
内
に
温
か
い
見
守

り
の
輪
が
広
が
る
よ
う
、
今
後
も

協
力
し
て
い
た
だ
け
る
方
を
増
や

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
は

保
健
福
祉
課（
電
話
：
４
８
９
︱

９
９
６
０
）ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。ま

た
、
個
人
で
ご
協
力
い
た
だ

け
る
方
に
は
、
行
方
不
明
者
発
生

時
に
携
帯
電
話
へ
の
メ
ー
ル
配
信

で
そ
の
方
の
情
報
提
供
を
行
う
シ

ス
テ
ム
を
整
備
し
ま
し
た
。（
詳

し
く
は
別
紙「
紀
美
野
に
こ
に
こ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
メ
ー
ル
協
力
員

募
集
の
お
知
ら
せ
」を
ご
覧
く
だ

さ
い
）み
な
さ
ま
の
ご
協
力
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

協
力
機
関
：
な
が
み
ね
農
業
協
同

組
合
（
野
上
支
店
・
美
里
支
店
）・

野
上
郵
便
局
・
美
里
郵
便
局
・
社

会
福
祉
法
人
清
和
福
祉
会
美
里

園
・
医
療
法
人
天
竹
会
老
人
保
健

施
設
天
寿
苑
・
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

ラ
フ
ェ
ス
タ
紀
美
野
・
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
モ
モ
・
ケ
ア
プ
ラ
ン
セ
ン

タ
ー
リ
ア
ン
・
た
ん
ぽ
ぽ
居
宅
介

護
支
援
事
業
所
・
国
保
野
上
厚
生

総
合
病
院
・
介
護
老
人
福
祉
施
設

や
す
ら
ぎ
園
・
紀
美
野
町
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
・
紀
美
野
町

社
会
福
祉
協
議
会
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二
十
歳
の
決
意
新
た
に

　
　
　
　

１
０
０
人
が
大
人
の
仲
間
入
り

平
成
24
年  

紀
美
野
町
成
人
式

紀
美
野
に
こ
に
こ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

が
地
域
に
広
が
っ
て
い
ま
す
!!

新成人を代表して、お礼の言葉を述べる東山仁香さん



弓
庭
淳
史
君
は
、
中
学
生
が
技

術
・
家
庭
科
の
授
業
で
学
ん
だ
技

術
を
競
い
合
う
第
12
回
全
国
中
学

生
創
造
も
の
づ
く
り
教
育
フ
ェ
ア

「
木
工
チ
ャ
レ
ン
ジ
コ
ン
テ
ス
ト
」

に
見
事
出
場
を
果
た
し
ま
し
た
。

全
国
か
ら
予
選
審
査
で
選
ば
れ
た

12
人
が
出
場
し
ま
す
。

大
会
で
は
、
地
震
が
起
き
て
も

食
器
が
落
ち
な
い
食
器
収
納
箱

（
茶
碗
な
ど
12
個
収
納
）
を
４
時

間
以
内
で
如
何
に
上
手
に
仕
上
げ

る
か
が
競
わ
れ
ま
す
。

放
課
後
、
夜
遅
く
ま
で
製
作
に

励
ん
で
き
た
弓
庭
君
は
、
大
会
に

向
け
て
「
入
賞
を
め
ざ
し
て
が
ん

ば
り
ま
す
。」
と
力
強
く
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
昨
年
11
月
に
短
期
滞

在
施
設
（
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
未
来

塾
敷
地
内
）
に
移
住
し
て
来
ら
れ

た
、
古
野
さ
ん
ご
夫
婦
を
ご
紹
介

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

古
野
さ
ん
は
大
阪
で
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
を
し
て
い
ま
し
た
が
、「
紀

美
野
の
水
・
空
気
・
自
然
環
境
に

魅
せ
ら
れ
て
」
移
住
を
決
意
、
将

来
は
梅
・
柿
の
栽
培
を
中
心
と
し

た
就
農
を
目
指
し
、
来
年
度
か
ら

農
業
学
校
に
通
わ
れ
る
そ
う
で
す
。

こ
ち
ら
に
来
て
か
ら
時
間
に
余
裕

が
で
き
、
表
情
が
と
て
も
豊
か
に

な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
地
域
に
と
っ
て
も

移
住
者
に
と
っ
て
も
プ
ラ
ス
に
な

る
関
係
を
作
れ
る
こ
と
が
、
地
域

の
活
性
化
に
つ
な
が
る
と
信
じ
て

い
ま
す
。
現
在
、
こ
の
他
に
も
２

組
の
方
が
短
期
滞
在
施
設
に
入
居

さ
れ
、
定
住
す
る
た
め
の
空
き
家

を
探
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
現

状
で
は
す
ぐ
に
移
住
者
に
提
供
で

き
る
空
き
家
が
不
足
し
て
お
り
ま

す
。
ど
う
か
情
報
を
お
持
ち
の
方

は
お
知
ら
せ
下
さ
い
。
ご
協
力
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
特
定
非
営
利
活
動
法
人

　

き
み
の
定
住
を
支
援
す
る
会

　

℡‌

＆‌

Fax　

０
７
３
︱
４
９
５
︱

２
３
３
９

■
日　

時　

平
成
24
年
２
月
12
日

（
日
）
10
時
か
ら
16
時
ま
で

■
場　

所　

和
歌
山
市
中
野
31
番

地
１　

オ
ー
ク
ワ
パ
ー
ム
シ

テ
ィ
和
歌
山
店　

３
階
ジ
ス
ト

ホ
ー
ル

■
相
談
内
容　

多
重
債
務
事
件
等

の
法
律
相
談
、
遺
言
書
の
作
成

等
の
公
証
関
係
、
登
記
、
供
託
、

人
権
相
談

　

た
だ
し
、
弁
護
士
に
よ
る
法
律

相
談
、
先
着
10
名
の
完
全
予
約

制
。

■
電
話
相
談　

電
話
に
よ
る
相
談

も
可
。

　

電
話
番
号
は
「
０
９
０
︱

８
９
８
３
︱
３
７
６
０
」
又

は
「
０
９
０
︱
３
０
３
９
︱

９
０
１
０
」（
当
日
限
り
）

■
予
約
申
込
及
び
問
い
合
わ
せ
先

　

和
歌
山
地
方
法
務
局
総
務
課

　

℡
０
７
３
︱
４
２
２
︱

５
１
３
１

2012.25

木
工
チ
ャ
レ
ン
ジ
コ
ン
テ
ス
ト

全
国
大
会
出
場
を
果
た
す
!!

弓
庭
淳
史
君

　
（
長
谷
毛
原
中
学
校
３
年
）

き
み
の
定
住
を

　
支
援
す
る
会
だ
よ
り

全
国一斉
！
法
務
局
休
日

相
談
所
の
開
設
に
つ
て

古野さんご夫妻

あなたの健康づくりを応援します
基本から学ぶ  リフレッシュ
室内★ウォーキング

今回は、ウォーキングについて基本から
学びましょう♪

「健康にいい効果的なウォーキングはど
んな歩き方 ?」「注意することってどん
なこと ?」「靴の選び方はどうすればい
いの ?」等々、あなたの疑問にお答えし
ます。

ウォーキングが初めての方も、運動が苦手な方も大歓迎です。
寒い季節、室内ウォーキングを楽しみましょう !

日　時 平成24年2月26日（日）
午後1時20分集合
午後1時30分〜3時30分

場　所 総合福祉センター3F
講　師 健康運動指導士

川村　護　先生 （ういスイミングスクール）
内　容 ウォーキング（実技＆講話） 

『効果的なウォーキングを楽しく学ぼう!』

●参加対象者：町内在住の方　
●定員：40名（先着順）※1日保険に加入します。
●費用：無料
●持ち物：飲み物、タオル等
●服装：運動できる服装
●申し込み〆切り：2月17日（金）

☆申し込み・問い合わせ先☆
　紀美野町役場　保健福祉課　℡ 489-9960

全
国
大
会
に
向
け
練
習
に
励
む
弓
庭
君

（
12
月
22
日
・
同
中
学
校
に
て
）
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平成23年度衛生カレンダーをご覧下さい。

子育て支援センターからのお知らせ
■保育所開放のご案内〈お申込みは、各保育所まで〉

○野上第１保育所：２月13日（月）・27日（月）	 ℡４８９－２１４４
○野上第２保育所：２月  7日（火）・21日（火）	 ℡４８９－４９５３
○神 野 保 育 所：２月  1日（水）・15日（水）	 ℡４９５－２０４９
○毛 原 保 育 所：２月  8日（水）・22日（水）	 ℡４９９－０１３１

■遊びの教室のご案内〈お申込みは、支援センター ℡489－2144まで〉
　※留守の場合は、野上第1保育所

○コアラ　　　２月　８日（水）９：30 ～１１：30　子育て支援センター（わらべうた）
○カンガルー　２月２２日（水）９：30 ～１１：00　子育て支援センター
　なお、いずれの行事も今年度に入り初めて参加される方は、申込みよろしくお願いします。

■子育て支援センター・自然体験世代交流センター開放、育児相談のお知らせ
親子、友達との遊び場として、ご活用下さい。（対象）紀美野町在住の子どもと保護者

【子育て支援センター】動木156（℡489－2144）
	 毎週月曜日（9:00～11:30・14:00～16:30）第1,3,5週の木曜日（9:00～11:30）
【自然体験世代交流センター】鎌滝636（℡495－3127）毎月第2,4週の木曜日（9:30 ～ 11:30）
【育児相談】センター開放日と同じ日・時で行います。（対象）紀美野町在住の子どもと保護者
　　　　　　※子育てに関する悩み等、個別に面接・電話・訪問相談を行います。

【栄養相談】・２月　９日（木）９：30 ～１１：30　自然体験世代交流センター
　　　　　・２月２７日（月）９：00 ～１１：30　子育て支援センター（野上第１保育所）	

海　南　保　健　所　だ　よ　り
事業名 対　象　・　内容等 日　　時

健 康 相 談 健康診断書の作成
一般健康相談

２月 13 日（月）　14：00 ～ 16：00
２月 27 日（月）　14：00 ～ 16：00

エ イ ズ 検 査 エイズの各種相談 ２月 13 日（月）　14：00 ～ 16：00
２月 27 日（月）　14：00 ～ 16：00

検 便 ２月 13 日（月）　14：00 ～ 16：00
２月 27 日（月）　14：00 ～ 16：00

こ こ ろ の
健 康 相 談

心の健康に、不安をもつ方やその家族
※精神科専門医師が相談に応じます。
※他の日は、精神保健福祉相談員が相談に応じます。

２月　8 日（水）     9：00 ～
２月 22 日（水）　13：30 ～
※予約制です。

骨 髄 バ ン ク
登 録 検 査

骨髄提供者（ドナー）の登録をするための
血液検査と登録手続きを行います。

２月 13 日（月）　15：00 ～ 16：00
２月 27 日（月）　15：00 ～ 16：00
※予約制です。

医 療 安 全 相 談 医療に関する各種相談に応じます。 月曜日～金曜日　  ９：00 ～ 17：00

エイズ即日検査 検査結果は約１時間後（確認検査が必要と判断された
場合は約２週間後）にお知らせします。

2 月 27 日（月）17：00 ～ 19：00
※予約制です。

問い合わせ、申し込みは、海南保健所まで		  海南市大野中９３９　（℡  ４８２－０６００）

■場所：総合福祉センター
■とき：毎週水曜日　1日、8日、15日、22日、29日
■時間：午前９時～ 11時　■対象者：住民すべての方
■内容：健康に関することすべて
　　　　・乳幼児の相談
　　　　・離乳食の相談
　　　　・健診結果の相談　等

●虐待予防に関する相談窓口
　地域包括支援センター（保健福祉課）
〔連絡先〕　平日（8：30 ～ 17：15）℡４８９－９９６０（直通）
　　　　　休日・夜間（17：15 以降）℡４８９－２４３０
〔場　所〕　紀美野町下佐々 1408-4
　　　　　紀美野町総合福祉センター内
〔メール〕　houkatu@town.kimino.lg.jp

「生きる底力」〜自殺を防止する為に〜
演劇とシンポジウムのご案内
日　時　平成24年2月5日（日）13時〜 16時（開場12時〜）
場　所　紀美野町文化センター（紀美野町神野市場218）
内　容　＊教育シンポジウム　主催：りら創造芸術高等専修学校
　　　　＊「生きる」をテーマにした演劇　NIGELLA
　　　　　企画：和歌山県　制作:りら創造芸術学園
　　　　　出演：りら創造芸術高等専修学校生徒

各種健診結果を説明します。自分の健康状態を知
り、今後のよりよい生活につなげましょう。
生活改善に関心のある方は、保健師、栄養士が相

談に応じますので、お気軽にお問い合わせください。
★母子健康手帳・健康手帳・健康管理ファイルをお持ち
の方は、必ず持ってきてください。

★ご希望により血圧測定・検尿・体脂肪測定・骨密度測
定もおこないます。

問い合わせ：保健福祉課（℡４８９－９９６０）

健　康　相　談　の　お　知　ら　せ

参加費
無料

保健センターだより
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健康実践インタビュー（第20回）
いのちの授業
国吉・長谷毛原診療所看護師　　　榎本友希さん
元 国吉・長谷毛原診療所看護助手  田村　歩さん

　今回は、12月14日に毛原小学校で開催
された「いのちの授業」について紹介します。
　榎本看護師は町診療所看護師と長谷毛原
中学校の養護教諭を兼務しています。榎本
さんは生徒達に『いのちの大切さ』を伝えたいと考えました。
聞く・見る・触れるといった五感で感じられ、記憶に残る
授業ができるようにと、妊娠9 ヵ月の田村さんの協力を得て、
自分、家族、友達のことを考える授業として、毛原小学校
と長谷毛原中学校の全校生徒と保護者を対象に、今回「い

のちの授業」を開催しました。
　最初に、命の始まりから誕生まで、妊娠月
数にあわせて母親のお腹の中で赤ちゃんがど
のように成長していくのか、模型を使って小
学生にもわかりやすいように説明しました。
母親だけでなく赤ちゃん自身もがんばったこ
とで誕生できたことを伝えました。「みんな、

障がい者巡回相談のお知らせ
海南市・紀美野町から委託をしている指定相談支援事業所による巡回相談を下記のとおり実施します。

「障害福祉に関する制度を知りたい」「サービスの利用の仕方がわからない」など、障がいのある人や保護者、介護者などか
らのさまざまな相談に応じ、必要な情報の提供や権利擁護のための必要な援助などを行います。

巡回相談は、原則予約となりますので、直接事業所に連絡してください。（家庭訪問も行います。）
なお、巡回相談日以外でも　相談に応じていますので、下記事業所までご連絡ください。
対象者 月日・場所・時間 予　約　先

精神障がいの方・
家族の方

2月7日（火）
総合福祉センター    9時30分～正午
美　里　支　所     13時30分～16時

●野上厚生病院内相談支援事業所　 ℡ 489-2908
●和歌山県福祉事業団海草圏域
　障害児者相談支援事業所「らん」　℡ 494-3539

身体障がいや
知的障がいの方・

家族の方

2月15日（水）
総合福祉センター    9時30分～正午
美　里　支　所    13時30分～16時

●療育センターＡ
あ お い

ＯＩ  ℡ 483-0454
●和歌山県福祉事業団海草圏域
　障害児者相談支援事業所「らん」　℡ 494-3539

健康づくりコーナー 【問い合わせ・申し込み先】
保健福祉課（総合福祉センター）　℡ 489-9960

ヒブ・小児肺炎球菌ワクチン接種について
　紀美野町では、平成23年4月より、ヒブ、小児肺炎球菌ワクチンの接種を希望される方に、接種費用の助成を行っていますが、
平成24年度の助成については現在詳細が未定となっています。
◎接種希望がありながらまだ希望調査票を提出していない方は、平成24年2月末までに保健福祉課に提出をお願いします。接

種を希望される方に無料接種券を交付します。
◆すでに希望調査票を提出されている方は、再度提出の必要はありません。
◆対象者は接種日が2か月〜 5歳未満（5歳のお誕生日

の前々日まで）です。
◎すでに交付しています無料接種券の接種期限をお確

かめください。
◆接種日が接種券に記載されている期限（平成24年2

月29日）を過ぎる場合でも、平成24年3月31日ま
で接種できる場合はそのまま使用できます。

◎平成24年度の助成について
◆詳細は3月に決定し、4月の広報に掲載する予定です。

接種日が4月1日以降になる場合は下記までご連絡く
ださい。

接種場所：海南海草管内の指定医療機関（平成23年度）
問合せ先：保健福祉課（総合福祉センター　下佐々 1408-4）℡489-9960

がんばったね！」「いのちが産まれるってすごいことだね！」
「ずっと忘れないでね！」と話の最後に伝えました。次に、
妊婦体験をしました。みんなの第一声は「重い」でした。「み
んなのお母さんもその重さをあなた達が誕生するまで感じ、
あなた達を守りながら生活していたんですよ」と伝えられ
ていました。
　次に、田村さんのお腹の中の赤ちゃんを、機械を使って、
画像を見たり、赤ちゃんの心臓の音を聞かせていただきま
した。田村さんは、お腹の中の赤ちゃんの画像を見たり、
心臓の音を聞くことで、『いのち』を感じてもらえたらと話
してくれました。
　「いのちの授業」に参加した中学生は、お腹の中の赤ちゃ
んの画像を見たことと心臓の音を聞いたことが印象深く、
お腹の中の『いのち』を実感し、「命を大事にしたい」等の
感想を話してくれました。小学生では、妊婦体験が印象深く、

「妊婦さんは大変」「赤ちゃんもお母さんのお腹の中でがん
ばっている」等の感想が多くありました。
　授業の後、榎本さんは「ひとりの赤ちゃんの成長を追い、
その過程でしか体験できないことを五感で感じてもらいな
がら、自分のいのちとともに、自分以外の
いのちの尊さを伝え続けていきたい」と話
してくれました。
　次回は、実際に赤ちゃんの抱っこ体験が
予定されています。

紀の国わかやま1万人健康リレーウォーク
■日　時：平成 24 年 3 月 17 日（土）9:30 〜 12:00（受付 9:00 開始）■場　所：片男波公園・健康館アリーナ
■入場料・参加費：無料（参加申込必要）、駐車場あり（有料）■募集人数：150 名（応募者多数の場合は抽選にて決定）
■申込期日：平成 24 年 2 月 24 日（金）必着
■申込方法：参加者の氏名、年齢、住所、電話番号をご記入の上、FAX 又ははがきで下記までお申し込みください。
■問合せ先・申込先：海南保健所　保健福祉課　〒 642-0022　海南市大野中 939
　　　　　　　　　TEL:073-482-0600　FAX:073-482-3786

接種スケジュール
接種開始年齢 ヒブワクチン 小児肺炎球菌ワクチン

2か月〜 7か月
未満

4 〜 8週間ごとに3回接種
1年後追加1回

27日以上開けて3回接種
（3回目は1歳未満で接種）
60日以上開けて追加1回

（追加は1 〜 1歳3か月で接種）

7か月〜 1歳
未満

4 〜 8週間ごとに2回接種
1年後追加1回

27日以上開けて2回接種
60日以上開けて追加1回

（追加は1歳過ぎで接種）
1歳〜 2歳未満 1回接種 60日以上開けて2回接種
2歳〜 5歳未満 1回接種 1回接種
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身
体
障
害
者
手
帳
、
戦
傷
病
者

手
帳
、
療
育
手
帳
又
は
精
神
障
害

者
保
健
福
祉
手
帳
を
交
付
さ
れ
て

い
る
方
の
た
め
に
使
用
す
る
軽
自

動
車
等（
原
動
機
付
自
転
車
、
軽

自
動
車
、
小
型
特
殊
自
動
車
及
び

２
輪
の
小
型
自
動
車
）で
一
定
の

要
件
を
満
た
す
場
合
は
、
障
害

者
の
方
１
人
に
つ
い
て
１
台（
自

動
車
税
を
含
ん
で
１
台
）に
限
り
、

申
請
に
よ
り
軽
自
動
車
税
の
減
免

が
受
け
ら
れ
ま
す
。

手
帳
要
件
等
詳
し
く
は
役
場
税

務
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。平

成
23
年
度
に
減
免
を
受
け
た

方
に
は
、
更
新
手
続
き
の
案
内
を

お
送
り
し
ま
す
。

［
免
除
申
請
］

申
請
場
所 

税
務
課
・
美
里
支
所

住
民
室

受
付
期
間 

平
成
24
年
度
軽
自
動

車
税
減
免
の
申
請
は
、
平
成
24
年

２
月
１
日
よ
り
受
け
付
け
ま
す
。

な
る
べ
く
お
早
め
に（
３
月
中
）

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
受

付
期
限
は
納
期
限
の
７
日
前（
平

成
24
年
度
は
５
月
24
日
で
す
）で

す
。

受
付
期
限
を
経
過
し
ま
す
と
減

免
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。　

必
要
な
書
類
等

印
鑑
・
身
体
障
害
者
手
帳
等
の

原
本
・
運
転
免
許
証
・
車
検
証
・
生

計
同
一
証
明
書
・
通
院
や
通
学
等

の
証
明
書
・
常
時
介
護
証
明
書
等

　　
　

　　
　
　

●
町
民
税
の
申
告
の
受
付
を
行
い

ま
す
。
今
回
申
告
し
て
い
た
だ

く
の
は
、
平
成
23
年
１
月
１
日

か
ら
平
成
23
年
12
月
31
日
ま
で

の
間
の
所
得
で
す
。

●
申
告
期
間
は
、２
月
16
日
（
木
）

か
ら
３
月
15
日（
木
）ま
で
で
す
。

　
（
土
・
日
曜
日
は
除
く
）
日
程

等
に
つ
い
て
は
、
別
紙
チ
ラ
シ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
申
告
の
内
容
は
、
国
民
健
康
保

険
税
や
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
の
算
定
に
も
用
い
ら
れ
ま
す
。

　

不
申
告
で
す
と
、保
険
税
（
料
）

の
減
額
対
象
者
で
あ
っ
て
も
、

こ
の
減
額
が
受
け
ら
れ
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。　

■
問
い
合
わ
せ　

紀
美
野
町
役
場

税
務
課　

℡
０
７
３
︱
４
８
９

︱
５
９
０
５

70
歳
に
な
ら
れ
る
方
に
は
高
齢

受
給
者
証
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

高
齢
受
給
者
証
は
70
歳
の
誕
生
日

を
迎
え
ら
れ
た
翌
月（
１
日
が
誕

生
日
の
方
は
そ
の
月
）か
ら
適
用

さ
れ
、
医
療
を
受
け
る
と
き
の
自

己
負
担
の
割
合
を
示
す
証
明
書
と

な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
保
険
証
と

一
緒
に
医
療
機
関
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い（
提
出
が
無
い
場
合
、
本

来
の
自
己
負
担
割
合
で
医
療
を
受

け
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。）。

な
お
、
高
齢
受
給
者
証
は
適
用
月

の
前
月
上
旬
～
中
旬
に
送
付
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
被
保
険
者
証
は
変
更
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
引
き
続
き
ご
使
用
い

た
だ
け
ま
す
。

消
費
生
活
に
関
わ
る
問
い
合
わ

せ
・
苦
情
相
談
に
つ
い
て
、
消
費

生
活
相
談
員
に
よ
る
問
題
解
決
の

た
め
の
助
言
・
あ
っ
せ
ん
・
情
報

提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
。
一
人
で

悩
ま
ず
一
度
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

（
毎
月
第
２
・
３
・
４
木
曜
日
午
後

１
時
～
４
時
）

２
月
の
相
談
日

■
２
月
16
日
（
木
）　

紀
美
野
町

中
央
公
民
館
2
階
会
議
室

■
２
月
９
日
・
23
日
（
木
）

　

海
南
市
海
南
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
１
階
第
１
会
議
室

■
問
い
合
わ
せ

　

総
務
課（
℡
４
８
９
︱
５
９
１
２
）

◆年金にかかる所得税の源泉徴収について
老齢年金の額が108万円以上(65歳以上の方は158万円以上)の方については、所得税を源泉徴収することになっ

ています。（この年金額より少ない方は源泉徴収されません。）
年金に課税される所得税は、各支払月に支払われる額から源泉徴収されます。

◆公的年金等の源泉徴収票が送付されています
老齢年金を受給されている方に、日本年金機構から、１月中旬に前年分年金支払総額などを記載した「公的年金等

の源泉徴収票」をお送りしています。
また、亡くなられた方の公的年金等の源泉徴収票につきましては、死亡届を提出されたご遺族の方に対し、およそ

２ヶ月程度で公的年金等の源泉徴収票（準確定申告用）をお送りしています。
公的年金等の源泉徴収票は、税務署等で年金以外の収入があり確定申告をするときや、所得税の還付を受けられる

ときに添付する必要があります。
紛失したときなどは再発行できますので、年金事務所または役場住民課・美里支所住民

室にお問い合わせください。
なお、障害年金・遺族年金は、課税の対象となっていないため、公的年金等の源泉徴収

票は送付されません。

【問い合わせ】　紀美野町役場・住民課　℡ ４８９－５９０３
　　　　　　　美里支所・住民室　　　℡ ４９５－３４６４
　　　　　　　和歌山西年金事務所・お客様相談室　℡ ４４７－１６６０

平
成
24
年
度
身
体
障
害
者
等

に
対
す
る
軽
自
動
車
税
の
減

免
に
つ
い
て

平
成
24
年
度

町
民
税
の
申
告
に
つ
い
て

国
保
か
ら
の
お
知
ら
せ

消
費
者
問
題
の
相
談
に
つ
い
て



紀
美
野
町
臨
時
職
員
募
集

（
学
校
給
食
調
理
員
）

募
集
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
勤
務
場
所　

紀
美
野
町
内
学
校

■
勤
務
内
容　

学
校
給
食
調
理

■
募
集
人
員　

１
名

■
雇
用
条
件　

平
成
24
年
４
月
１

日
現
在
18
歳
以
上
60
歳
ま
で
の

方
・
調
理
師
免
許　

有

■
雇
用
期
間　

平
成
24
年
４
月
～

９
月　

更
新
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

■
勤
務
時
間　

原
則
と
し
て　

月

曜
日
～
金
曜
日　

午
前
７
時
30

分
～
午
後
４
時
30
分

　

休
日　

毎
週
土
・
日
曜
日
・
国

民
の
休
日

■
賃
金　

日
給　

６
，
４
０
０
円

（
昇
給
、
賞
与
及
び
退
職
金
：

無
し
）

■
選
考
方
法　

面
接
試
験

■
試
験
日　

平
成
24
年
２
月
23
日

（
木
）
午
前
10
時
～

■
試
験
場
所　

紀
美
野
町
中
央
公

民
館　

２
階
視
聴
覚
室

■
申
込
方
法
及
び
締
め
切
り　
　

履
歴
書
持
参
（
調
理
師
免
許
写

し
も
）
の
う
え　

平
成
24
年
２

月
17
日
（
金
）
ま
で
に
左
記
へ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
（
受
付
は
月
曜
日
～
金
曜
日
の

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15

分
）

■
申
込
先　

紀
美
野
町
教
育
委
員

会　

総
務
学
事
課

　
（
お
問
合
せ
先
）　

０
７
３
︱

４
８
９
︱
５
９
１
０

紀
美
野
町
臨
時
職
員
募
集

（
道
路
維
持
管
理
作
業
員
）

募
集
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
業
務
内
容　

道
路
の
維
持
管
理

及
び
バ
ッ
ク
ホ
ー
、
ダ
ン
プ
ト

ラ
ッ
ク
等
の
運
転
及
び
保
守
管

理
■
募
集
人
員　

１
名

■
勤
務
場
所

　

紀
美
野
町
役
場
美
里
支
所

■
募
集
条
件　
　

１
．資
格
等　

普
通
免
許
所
有（
但

し
、
条
件
付
き
の
無
い
物
）
及

び
車
両
系
（
整
地
等
）
技
能
講

習
修
了
証
の
あ
る
者
で
健
康
で
、

温
厚
な
65
歳
未
満
（
平
成
24
年

４
月
１
日
現
在
）
の
者

２
．
勤
務
日
数　

１
ヶ
月
に
20
日

程
度
と
す
る
。

３
．
勤
務
時
間　

午
前
８
時
30
分

か
ら
午
後
５
時
15
分
ま
で
と
す

る
。
但
し
、
緊
急
時
に
は
、
時

間
外
勤
務
や
休
日
出
勤
あ
り

４
．
賃
金　

日
額　

１
１
，
０
０

０
円

５
．
勤
務
期
間　

平
成
24
年
４
月

１
日
～
平
成
24
年
９
月
30
日
迄

　
（
以
降
６
ヶ
月
ご
と
に
更
新
あ

り
）

６
．
保
険
等　

厚
生
年
金
・
健
康

保
険
に
加
入
す
る
こ
と
が
出
来

ま
す
。
但
し
、
半
額
は
自
己
負

担
と
な
り
ま
す

■
応
募
締
切
日

１
．
期
日　

平
成
24
年
３
月
16
日

午
後
５
時
ま
で
に
、
紀
美
野
町

役
場
総
務
課
へ
持
参
又
は
、
郵

送
の
こ
と
。

　

又
、
郵
送
の
場
合
は
、
運
転
免

許
証
・
技
能
講
習
修
了
書
・
そ

の
他
習
得
し
て
い
る
資
格
の
コ

ピ
ー
を
添
付
す
る
こ
と

２
．
提
出
書
類　

履
歴
書
（
市
販

の
も
の
で
写
真
添
付
）　

１
通

運
転
免
許
証
、
技
能
講
習
修
了

書
、
並
び
に
そ
の
他
習
得
し
て

い
る
資
格
の
写
し（
コ
ピ
ー
等
）

３
．
試
験
日　

平
成
24
年
３
月
23

日
午
前
10
時
よ
り
、
紀
美
野
町

役
場
本
庁
に
て
（
面
接
試
験
）

臨
時
調
理
・
介
護
職
員
募
集

（
や
す
ら
ぎ
園
）

■
職
種　

臨
時
調
理
職
員
、
臨
時

介
護
職
員

■
採
用
予
定
者
数　

若
干
名

■
応
募
資
格　

特
に
問
わ
な
い

■
年
齢　

制
限
な
し　
　

■
勤
務
時
間　

早
出
・
日
勤
・
夜

勤
（
介
護
職
）・
宿
日
直
（
調

理
職
）
土
日
・
祝
祭
日
勤
務
が

可
能
な
人

■
待
遇　

各
種
社
会
保
険
完
備
、

退
職
金
制
度
有
、
昇
給
制
度
有

■
給
与　

調
理
職
員
：
日
額
６
，

５
０
０
円　

介
護
職
員
：
日
額

　

８
，
０
０
０
円

※
6
ヶ
月
経
過
後
に
、
月
額
職
員

に
登
用
の
途
有
り　

介
護
職
月

額
１
６
０
，
０
０
０
円　

調
理

職　

月
額
１
４
０
，
０
０
０
円

　

各
種
手
当　

通
勤
手
当
・
時
間

外
勤
務
手
当
・
休
日
勤
務
手
当
・

夜
間
勤
務
手
当
（
介
護
職
）

　

宿
日
直
手
当
（
調
理
職
）・
割

増
賃
金

■
応
募　

電
話
連
絡
の
上
、
履
歴

書
（
写
真
貼
付
）
持
参
下
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

〒
６
４
０
︱
１
１
２
１　

海
草
郡

紀
美
野
町
下
佐
々
１
４
０
８
番

地
７　

海
南
海
草
老
人
福
祉
施

設
事
務
組
合

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
す
ら

ぎ
園
事
務
局　

℡
０
７
３
︱

４
８
９
︱
３
６
３
１

近
畿
地
区
国
立
大
学
法
人
等

技
術
職
員
募
集

京
大
・
阪
大
・
神
大
ほ
か
近
畿
地

区
の
国
立
大
学
・
高
等
専
門
学
校

で
、
あ
な
た
の
技
術
力
を
活
か
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

■
募
集
区
分
：
電
気
・
機
械
・
建

築
な
ど
詳
細
は
Ｈ
Ｐ
に
掲
載

■
受
験
資
格
：
昭
和
57
年
４
月
２

日
以
降
に
生
ま
れ
た
人

■
受
付
期
間
：
４
月
１
日
（
日
）

～
４
月
10
日
（
火
）

■
第
一
次
試
験
日
：
５
月
20
日

（
日
）

　

近
畿
地
区
国
立
大
学
法
人
等
職

員
統
一
採
用
試
験
事
務
室

  

Ｈ
Ｐ http://w

w
w
.kyoto-u.

ac.jp/siken/

　

℡
０
７
５
︱
７
５
３
︱

２
２
３
０

職
業
訓
練
生
の
募
集

就
職
に
有
利
な
専
門
的
知
識
や

技
能
を
習
得
し
ま
す
。

■
募
集
訓
練
科 

　

・
テ
ク
ニ
カ
ル
メ
タ
ル
ワ
ー
ク
科

　

・
住
環
境
計
画
科　

■
訓
練
期
間　

平
成
24
年
４
月
３

日
（
火
） 

～ 

９
月
28
日
（
金
）

■
募
集
期
間　

平
成
24
年
２
月
３

日
（
金
） 

～ 

３
月 

２
日
（
金
）

■
受
講
料　

無
料
（
但
し
、
テ
キ

ス
ト
代
等
は
自
己
負
担
）

■
問
い
合
わ
せ
先　

独
立
行
政
法

人
高
齢
・
障
害
・
求
職
者
雇
用

支
援
機
構　

和
歌
山
職
業
訓
練

支
援
セ
ン
タ
ー　

℡
０
７
３
︱

４
６
１
︱
１
５
３
２

平
成
24
年
度 

和
歌
山
県
農
業

大
学
校（
専
修
学
校
）学
生
募
集

■
募
集
人
員　

40
名

■
受
験
資
格　

原
則
と
し
て
県
内

に
住
所
を
有
し
、
高
等
学
校
等

卒
業
ま
た
は
平
成
24
年
３
月
に

卒
業
見
込
み
の
者

■
願
書
受
付　

一
般
入
試（
二
次
）

　

平
成
24
年
２
月
27
日
（
月
）
～

平
成
24
年
３
月
12
日
（
月
）

■
試
験
日　

一
般
入
試
（
二
次
）

　

平
成
24
年
３
月
15
日
（
木
）

　

午
前
10
時
か
ら

応
募
に
つ
い
て
の
詳
し
い
こ
と

は
、
県
農
業
大
学
校
果
樹
課
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

和
歌
山
県
農
業
大
学
校

〒
６
４
９
︱
７
１
１
２　

伊
都
郡

か
つ
ら
ぎ
町
中
飯
降
４
２
２

℡
０
７
３
６
︱
２
２
︱
２
２
０
３

FAX
０
７
３
６
︱
２
２
︱
７
４
０
２

2012.29
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ふ
れ
あ
い
ネ
ッ
ト

教育委員会
　生涯学習課
　　TEL 489-5915
　学事・生涯学習室
　　TEL 495-9055

文化センター
　　TEL 495-9055

中央公民館
　　TEL 489-5915

小川地区公民館
　　TEL 489-4511

志賀野地区公民館
　　TEL 489-5145

セミナーハウス未来塾
　　TEL 498-0521

自然体験世代交流センター
　　TEL 495-3127

みさと天文台
　　TEL 498-0305

スポーツ公園管理棟
　　TEL 489-5368

ふ
れ
あ
い
ネ
ッ
ト

生
涯
学
習
情
報

■
日
時　

３
月
11
日
（
日
）

午
前
８
時
30
分
受
付
（
午
前
９

時
開
会
式
）

■
場
所　

ふ
れ
あ
い
公
園
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
場　
　

◇
開
会
式
：
南
北
コ
ー
ス　

◇
東
西
南
北
36
ホ
ー
ル
プ
レ
ー

■
参
加
資
格　

①
～
③
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
者

①
昨
年
度
の
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
大
会

の
優
勝
～
３
位
の
者

②
本
年
度
の
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
協
会

主
催
の
大
会
（
春
、
夏
、
秋
）

の
優
勝
者

＊
た
だ
し
、
秋
大
会
に
つ
い
て
は

ベ
ス
ト
グ
ロ
ス
も
対
象

③
昨
年
度
の
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
大
会

又
は
、
本
年
度
の
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
協
会
主
催
の
大
会
（
春
、夏
、

秋
）
で
参
加
標
準
ス
コ
ア
（
２

ラ
ウ
ン
ド
男
性
１
２
０
以
下
、

女
性
１
３
２
以
下
）
を
記
録
し

た
者

＊
オ
ー
プ
ン
参
加
対
象
は
、
中
学

生
以
上

■
参
加
費　

１
，
５
０
０
円

上
記
の
と
お
り
、
郵
便
往
復
は

が
き
に
ご
記
入
の
う
え
ご
応
募
く

だ
さ
い
。

■
締
切　

２
月
10
日
（
金
）
必
着

＊
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
の
う

え
、
入
場
整
理
券
（
１
枚
２
名

様
分
）
を
お
送
り
し
ま
す
。

＊
小
学
校
就
学
前
の
お
子
様
の
入

場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

＊
応
募
方
法
や
必
要
事
項
の
記
入

に
不
備
が
あ
っ
た
場
合
は
無
効

と
な
り
ま
す
。

＊
ご
応
募
の
際
に
い
た
だ
い
た
情

報
は
、
抽
選
結
果
の
ご
連
絡
の

ほ
か
、
番
組
や
イ
ベ
ン
ト
の
ご

案
内
、
受
信
料
の
お
願
い
に
使

用
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

■
主
催	

紀
美
野
町　

紀
美
野
町

教
育
委
員
会　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
和
歌
山

放
送
局

■
問
い
合
わ
せ　

文
化
セ
ン
タ
ー

お
よ
び
Ｎ
Ｈ
Ｋ
和
歌
山
放
送
局

（
℡
４
２
４
‐
８
１
１
１
：
平
日 

午
前
９
時
30
分
～
午
後
７
時
）

ク
ラ
シ
ッ
ク
の
生
演
奏
と
ト
ー

ク
を
た
っ
ぷ
り
と
楽
し
ん
で
い
た

だ
く
番
組
で
す
。
お
気
軽
に
お
越

し
く
だ
さ
い
！

■
日
時　

２
月
25
日
（
土
）　
　

　

開
場　

午
後
２
時
15
分（
予
定
）

　

開
演　

午
後
２
時
50
分（
予
定
）

　

終
演　

午
後
５
時
30
分（
予
定
）

■
場
所　

文
化
セ
ン
タ
ー　

■
司
会　

加
羽
沢 

美
濃
（
ピ
ア

ニ
ス
ト
）
伊
藤 

健
三
（
Ｎ
Ｈ

Ｋ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
）

■
観
覧
申
込
方
法
（
入
場
無
料
・

要
整
理
券
）

申
し
込
み
後
の
キ
ャ
ン
セ
ル

は
、
受
付
期
間
中
は
全
額
返
金
、

そ
れ
以
降
は
返
金
不
可
。た
だ
し
、

参
加
資
格
①
も
し
く
は
②
に
該
当

す
る
方
は
無
料
。

■
申
込
方
法　

◇
参
加
資
格
①
②
に
該
当
す
る
方

に
は
事
務
局
よ
り
招
待
状
を
送

り
ま
す
。

◇
参
加
資
格
③
に
該
当
す
る
方
お

よ
び
オ
ー
プ
ン
参
加
の
方
は
、

２
月
６
日
～
３
月
２
日
ま
で
に

中
央
公
民
館
又
は
文
化
セ
ン
タ

ー
へ
参
加
費
を
添
え
て
申
し
込

み
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い

■
そ
の
他　

小
雨
決
行
、
荒
天
中

止
（
態
度
決
定
は
午
前
６
時
）

＊
予
備
日　

３
月
12
日
（
月
）

■
問
い
合
わ
せ　

中
央
公
民
館

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
大
会

Ｎ
Ｈ
Ｋ
公
開
録
音　

名
曲
リ
サ
イ
タ
ル
観
覧
者
募
集

黒川 冬貴（コントラバス） 古瀬 まきを（ソプラノ）
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【
ふ
れ
あ
い
ル
ー
ム
】

■
中
央
公
民
館

１
日　

ト
リ
ッ
ク
ア
ー
ト
工
作

８
日　
ジ
ュ
ニ
ア
駅
伝
応
援
旗
を
つ
く
ろ
う

15
日　

カ
プ
ラ
で
大
作
に
挑
戦

22
日　
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
で
あ
そ
ぼ
う

29
日　

か
ん
た
ん
お
ひ
な
さ
ま

■
文
化
セ
ン
タ
ー

１
日　

お
は
な
し
会

８
・
15
日　
フ
リ
ス
ビ
ー
を
作
っ
て
あ
そ
ぼ
う

22
日　
体
を
動
か
し
て
あ
そ
ぼ
う

29
日　

お
り
紙
を
楽
し
も
う

第
　
回
町
民
大
学
講
座
・
紀
美
野
町
人
権
研
修

い
っ
こ
く
堂
の

　
人
権
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

〜
生
き
て
い
る
だ
け
で 

そ
れ
だ
け
で
〜

■
日
時　

３
月
３
日
（
土
）

　

開
演　

午
後
５
時
（
開
場
30
分
前
）

■
場
所　

文
化
セ
ン
タ
ー

■
入
場
無
料
（
整
理
券
必
要
）

＊
配
布
場
所

中
央
公
民
館
、文
化
セ
ン
タ
ー
、

美
里
支
所
、
総
合
福
祉
セ
ン
タ

ー
、
小
川
・
志
賀
野
地
区
公
民

館
、
国
吉
・
長
谷
毛
原
・
真
国

出
張
所
（
配
布
は
各
施
設
開
館

時
間
内
）

＊
２
月
６
日
（
月
）
か
ら
整
理
券

を
配
布
し
ま
す
。
数
に
限
り
が

あ
り
ま
す
の
で
お
早
め
に
!!

■
問
い
合
わ
せ　

生
涯
学
習
課

天
文
台
か
ら
の
お
知
ら
せ

◇
地
域
サ
ロ
ン
で
日
食
の
お
話

12（
日
）　

山
畑
サ
ロ
ン（
山
畑
）

13（
月
）　

和
み
の
会（
長
谷
宮
）

14（
火
）　
憩
い
の
部
屋
西
野（
西
野
）

15（
水
）　

サ
ロ
ン
満
月（
井
堰
）

16（
木
）　
お
し
ゃ
べ
り
サ
ロ
ン（
毛
原
上
）

21（
火
）　
憩
い
の
家
毛
原
サ
ロ
ン（
毛
原
宮
）

25（
土
）　

芝
崎
サ
ロ
ン（
芝
崎
）

26（
日
）　
奥
華
サ
ロ
ン（
奥
佐
々
）

皆
さ
ん
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

左
記
の
期
間
休
館
し
ま
す
。

■
中
央
公
民
館
（
電
気
工
事
に
伴

い
停
電
と
な
る
た
め
）

　

２
月
25
日
（
土
）
26
日
（
日
）

■
天
文
台
（
望
遠
鏡
整
備
の
た
め
）

　

２
月
13
日
（
月
）
～
24
日
（
金
）

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
し
ま
す
。

図
書
室
休
室
の
お
知
ら
せ

中
央
公
民
館
お
よ
び
文
化
セ
ン

タ
ー
の
図
書
室
の
蔵
書
点
検
に
伴

い
、
左
記
の
期
間
休
室
し
ま
す
。

　

３
月
１
日
（
木
）
～
23
日
（
金
）

【
最
終
貸
出
日
】
２
月
15
日
（
水
）

＊
新
刊
は
２
月
22
日
（
水
）
で
す
。

【
最
終
返
却
日
】
２
月
29
日
（
水
）

＊
貸
出
し
中
の
図
書
は
必
ず
返
却

お
願
い
し
ま
す
。

図
書
室
だ
よ
り

～
た
く
さ
ん
読
ん
だ
よ
～

【
百
　
冊
】

小
川　

留
奈
（
第
２
保
）

【
二
百
冊
】

中
前　

里
菜
（
野
小
２
年
）

【
三
百
冊
】

調
月　

佑
美
（
野
小
４
年
）

■
新
刊
紹
介

【
中
央
公
民
館
】

「
謎
解
き
は
デ
ィ
ナ
ー
の
あ
と
で

　

２
」　
　
　
　

 

東
川
篤
哉･

著

「
ひ
と
り
の
品
格
」川

北
義
則･

著

「SW
A
C

式
マ
ラ
ソ
ン
ス
テ
ッ
プ 

　

ア
ッ
プ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」

　
　
　
　
　
　
　
　

川
越
学･

著

「
上
方
伝
統
芸
能
あ
ん
な
い
」　

　

堀
口
初
音･

著

「
も
の
の
し
く
み
大
図
鑑
」　
　

ジ
ョ
エ
ル
・
ル
ボ
ー
ム･

著

「
こ
れ
な
ぁ
に
？
ず
か
ん
」　
　

　

い
ち
か
わ
あ
き
こ･

著

【
文
化
セ
ン
タ
ー
】

「
金
米
糖
の
降
る
と
こ
ろ
」

江
國
香
織･

著

「
平
成
猿
蟹
合
戦
図
」　
　
　

吉
田
修
一･

著

「
こ
い
わ
す
れ
」　
　

畠
中
恵･

著

「
斬
新
！
カ
フ
ェ
ご
は
ん
」

金
子
真
澄･

著

「
や
き
い
も
す
る
ぞ
」　
　
　

お
く
は
ら
ゆ
め･

著

「
ど
ん
ど
こ
ど
ん
」和歌

山
静
子･

著

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ほ
か

20

来
る
２
月
19
日
（
日
）
紀
三
井

寺
～
和
歌
山
県
庁
間
（
21
・
１
㎞
、

10
区
間
）
で
開
催
さ
れ
る
第
11
回

和
歌
山
県
市
町
村
対
抗
ジ
ュ
ニ
ア

駅
伝
競
走
大
会
に
今
年
も
２
チ
ー

ム
出
場
す
る
た
め
に
、
紀
美
野
町

選
手
団
は
昨
年
８
月
以
来
練
習
に

励
ん
で
き
ま
し
た
。
大
会
ま
で
残

り
わ
ず
か
と
な
り
ま
し
た
が
、
精

一
杯
頑
張
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の

あ
た
た
か
い
ご
声
援
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。
当
町
チ
ー
ム
の

監
督
・
コ
ー
チ
・
選
手
は
以
下
の

と
お
り
で
す
。

【
監　

督
】　

大
岩
勝
良

【
コ
ー
チ
】　

北
広
海
、丸
畑
明
彦
、

　
　
　
　
　

西
川
健
人

【
選　

手
】

《
中
学
生
男
子
》

池
原
悠
葵
、
林
紘
杜

曲
里
和
樹
、
杉
岡
直
貴

樋
瀬
大
輝
、
久
保
拓
巳

長
生
拓
朗
、
前
久
保
雄
貴

丸
畑
拓
視
、
浦
島
大
輔

北
晃
知

《
中
学
生
女
子
》

岩
橋
唯
、
高
木
彩
雪
莉
、

前
中
歩
、
山
本
紗
矢
香

中
谷
亜
湖
、
宇
城
美
月

中
西
秋
音
、
高
木
麻
理
奈

赤
阪
怜
美

《
小
学
生
男
子
》

樋
瀬
光
稀
、
西
門
一
宰

尾
﨑
元
、
向
翔
輝

東
佑
哉
、
東
山
乃
重
瑠

水
越
陸
、
段
木
彪
我

岩
根
圭
吾

《
小
学
生
女
子
》

田
伏
菜
央
、
日
裏
菜
乃
葉

加
納
麻
衣
、
段
木
愛
那

鈴
木
志
織
里
、
松
尾
紗
奈

中
田
瑛
玲
乃
、
西
脇
史
華

第
11
回
和
歌
山
県
市
町
村
対
抗

ジ
ュ
ニ
ア
駅
伝
競
走
大
会
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わ
が
町
サ
ー
ク
ル

　
　
　
　〝
季
刊
文
芸
誌
『
峡
（
か
い
）』
20
周
年
お
め
で
と
う
〟

平
成
４
年
４
月
１
日
の
創
刊

以
来
、
年
４
回
の
発
刊
ペ
ー
ス

を
き
ち
っ
と
刻
み
、
本
年
１
月

の
第
80
号
を
も
っ
て
、
20
年
の

歳
月
を
経
た
文
芸
誌
が
紀
美
野

町
に
あ
り
ま
す
。
文
芸
誌
の
表

題
は
『
峡
』。
山
と
山
と
の
間
の

お
宅
で
編
集
を
す
る
と
い
う
こ

と
で
名
づ
け
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

長
年
野
上
町
文
化
協
会
会
長

を
務
め
ら
れ
た
下
佐
々
在
住
の

山
本
湧
藏
さ
ん
ご
夫
妻
が
、
会

員
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
随
筆
、
短

歌
、
俳
句
、
自
由
詩
な
ど
の

原
稿
を
パ
ソ
コ
ン
で
編
集
し
、

１
４
０
部
も
の
印
刷
製
本
を
自

分
た
ち
で
行
う
と
い
う
ま
さ
に

手
作
り
の
文
芸
誌
で
す
。
以
来

20
年
続
け
ら
れ
た
こ
と
に
な
り

ま
す
。
発
刊
当
時
か
ら
、
現
在
朝

日
新
聞
和
歌
山
版
の
俳
句
選
者
で

も
あ
る
手
拝
裕
任
さ
ん
ご
夫
妻
も

尽
力
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

20
数
人
で
ス
タ
ー
ト
し
た
会
員

は
、
現
在
40
名
を
超
え
、
遠
く

北
九
州
や
関
東
か
ら
投
稿
さ
れ

る
方
も
い
る
そ
う
で
す
。
当
面
、

１
０
０
号
を
め
ざ
す
と
の
こ
と
で

す
。 紀

美
野
町
の
歴
史
と
文
化

　
　
　
　
　
そ
の
六
十
七

下
佐
々
と
い
う
大
字
名
の
由
来

『
紀
伊
続
風
土
記
』
か
ら
引
用

し
て
若
干
の
解
説
を
し
て
い
ま

す
。下

佐
々
（
志
毛
佐
邪
）

「
佐
々
は
狭
小
の
義
、
山
間
迫

狭
の
地
を
い
ふ
な
り
、
書
記
雄
略

の
御
巻
に
近
江
ノ
狭さ

さ

き

狭
城
ノ
山
ノ

君き
み
か
ら
ふ
く
ろ

韓
帒
と
い
ふ
あ
り
、
佐
々
の
義

之
と
同
じ
、
佐さ

さ
が
に

々
蟹
・
佐さ

さ

れ

い

し

々
礼
石

な
と
い
ふ
も
同
し
義
と
思
は
る
。

伊
勢
ノ
国
大
杉
谷
の
中
に
貞
宮
あ

り
。
寺
領
花
園
荘
に
貞
氏
あ
り
、

地
名
を
以
て
氏
と
す
と
い
ふ
。
貞

の
字
皆
さ
ざ
と
唱
ふ
、
何
れ
も
山

谷
の
狭
き
地
な
り
。」

佐
々
と
は
、
山
と
山
が
せ
ま
っ

て
狭
く
な
っ
た
土
地
を
い
う
。
地

形
を
考
え
て
み
る
と
、
こ
の
地
か

ら
奥
は
渓
谷
と
で
も
言
え
る
よ
う

な
地
形
で
僅
か
に
野
上
川
の
段
丘

が
開
け
て
い
る
だ
け
で
あ
る
か
ら

佐
々
と
い
う
感
じ
の
す
る
地
で
あ

る
。野

上
荘
発
足
の
当
初
は
「
口

佐
々
」
と
い
い
、
野
上
七
村
の
当

時
は
、
口
佐
々
、
奥
佐
々
、
福
井

（
西
）を
合
し
て「
佐
々
村
」と
言
っ

た
。
い
つ
ご
ろ「
下
佐
々
」に
な
っ

た
の
か
詳
ら
か
で
な
い
が
、
慶
長

検
地
（
一
六
〇
一
）
の
こ
ろ
に
は

「
下
佐
々
村
」
と
あ
る
か
ら
、
江

戸
期
以
前
は
口
佐
々
と
言
っ
て
い

た
の
か
も
し
れ
な
い
。
野
上
の
人

は
下
佐
々
を
「
さ
ざ
」
と
称
え
る

の
が
普
通
で
あ
る
。

「
生
き
る
底
力
」
～
自
殺
を
防
止
す
る
為
に
～

演
劇
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
ご
案
内

和
歌
山
県
の
自
殺
者
数
は
平
成

10
年
に
急
増
し
て
以
降
、
毎
年

２
５
０
人
か
ら
３
０
０
人
と
な
っ

て
お
り
、
そ
の
中
で
海
南
市
・
紀

美
野
町
の
自
殺
者
は
10
人
か
ら
23

人
と
推
移
さ
れ
、
自
殺
率
と
し
て

は
全
国
平
均
や
県
平
均
と
比
べ
高

い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

そ
の
自
殺
を
予
防
す
る
に
は
、

身
近
な
人
（
家
族
・
友
人
等
）
が

そ
の
サ
イ
ン
に
気
付
く
こ
と
が
重

要
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
の

演
劇
「N

IGELLA

」
は
、
和
歌

山
県
か
ら
の
演
劇
制
作
の
依
頼
を

お
受
け
し
、
生
徒
が
「
い
の
ち
」

に
つ
い
て
考
え
、
職
員
と
共
に
、

台
本
か
ら
大
道
具
、
チ
ラ
シ
に
至

る
ま
で
創
作
し
た
作
品
で
す
。
企

画
を
通
し
て
ひ
と
り
で
も
多
く
の

方
に
こ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
受
け
と

っ
て
い
た
だ
き
、「
繋
が
り
や
結

び
つ
き
」
が
広
が
る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。

皆
様
の
ご
参
加
を
心
か
ら
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

■
日
時　

２
月
５
日
（
日
）

　

午
後
１
時
～
４
時
（
午
後
０
時

～
受
付
開
始
）

■
場
所　

文
化
セ
ン
タ
ー

■
参
加
費　

無
料

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

り
ら
創
造
芸
術
高
等
専
修
学
校

（
℡
４
８
２
‐
０
６
０
０
）

（
第
１
部
）

「
教
育
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

◇
出
演
予
定

和
歌
山
県
教
育
長
、
和
歌
山
大

学
地
域
連
携
・
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
長
、
和
歌
山
市
教
育
長
、

海
南
市
教
育
長
、
紀
の
川
市
教

育
長
、
紀
美
野
町
教
育
長
、
り

ら
創
造
学
園
関
係
者　

他

（
第
２
部
）

「
生
き
る
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
演

劇◇
主
催
：
和
歌
山
県

◇
制
作
：
り
ら
創
造
芸
術
高
等
専

修
学
校

◇
出
演
：
り
ら
創
造
芸
術
高
等
専

修
学
校　

生
徒

山本湧藏さんご夫妻
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  天文台だより
　まもなく金環日食２０１２（その4）
　「日食メガネで、安全に」
	 矢動丸 泰（みさと天文台長）

日食は太陽が欠けて暗くなるので肉眼で見ても大
丈夫だろう。多くの方はこう考えます。しかし５月
21日の日食では、この考えは誤りです。金環日食
では太陽が環のように残ります。その太陽はかなり
明るく、肉眼で直接見てしまうと目を傷める危険が
あるのです。
それならばススを付けたガラスや黒い下敷きで見
れば良いだろう、と考えるかもしれません。実はこ
れらの、かつては安全だと言われていた方法の多く
は危険です。
安全に太陽を見上げる方法の一つは「日食メガ
ネ」です。天文台では、町民の皆さんに日食メガネ
を作ってもらう機会を設けています。子どもたちは
各小中学校の授業で作ります。大人の方は各地区で
行っている「地域サロン」をご活用ください。他に
も、各地区集会場や中央公民館・文化センターなど
で何度かイベントを実施する予定です。お近くの会
場で日食メガネを手に入れていただき、皆で安全に

日食を楽しみま
しょう。

  学校だより
　１人１人の意識を高めることから
	 紀美野町立野上中学校

本校では、かなり前からベルマークを集めていま
す。学校の活動の中には、外に見えやすいものとそ
うではないものがあります。ベルマーク収集活動は
見えにくいものといえるでしょう。生徒達が家で集
めたものを持ってきたり、地域の方が持ってきてく
ださったりします。日頃から意識して商品を見てい
ないと集めることはできません。
そこからがまた大変なのです。仕分けと点数を数
えることです。仕分けは福祉委員会の生徒が昼休み
や放課後を利用して行っています。とても根気のい
る作業です。点数を数えるのがまたまた大変で、夏
休みに育友会女性部のみなさんに協力していただい
て数えました。本当にご苦労をかけました。おかげ
さまで、以前の積み立て分と合わせ、約９万円分あ
りました。それで今回はサッカーボール３個、ＣＤ
ラジカセ２台、掃除機１台を購入しました。大切に
使いたいと思います。
また、生徒会では、ペットボトルキャップや空き
缶を集めたりしています。ペットボトルキャップは
１０万個以上集めることができました。
これらの活動は、誰かがやってくれるではなく、
１人１人が意識を高めることによって進んでいくも
のです。子どもたちの意識をさらに高めていきたい
と思います。これからも、ご協力よろしくお願いい
たします。

歌
　
の
　
小
　
道

暖
か
き
車
中
に
目
覚
め
雪
景
色
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
浦
貴
子

喧
騒
の
熱
気
に
散
り
て
寒
牡
丹
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
前
廣

四
日
は
や
残
業
と
な
る
保
育
園
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
阪
口
早
苗

財
よ
り
も
幸
積
み
上
げ
ん
宝
船
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
惇
子

子
を
前
に
馴
初
め
語
る
年
酒
か
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
弓
庭
武
彦

冬
晴
や
高
み
に
並
ぶ
里
の
墓
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
代
哲
郎

隠
居
に
は
特
に
変
は
ら
ぬ
四
日
か
な  

　
　
　
　
　
　
　
口
井
重
信

行
く
あ
て
の
無
き
独
り
居
の
炬
燵
か
な
　
　
　
　
　
　
　
松
山
愛
子

鈴
の
緒
を
奪
ひ
合
ひ
た
る
初
参
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
池
上
幸
子

初
鏡
ま
づ
は
笑
顔
を
作
り
け
り
　
　
　
　 

　
　
　
　
　 

今
野
昭
子

昼
過
ぎ
て
娘
と
巡
る
食
堂
階

　
　
　
　
い
つ
も
の
こ
と
に
メ
ニ
ュ
ー
決
ま
ら
ず
　
　
　
吉
村
邦
彦

を
り
を
り
に
薄
日
の
射
し
て
日
昏
れ
ゆ
く

　
　
　
　
五
時
の
チ
ャ
イ
ム
を
聞
け
ば
忙
し
き
　
　
　
角
谷
と
し
み

さ
ま
ざ
ま
の
吾
が
経
験
は
話
さ
ぬ
ま
ま

　
　
　
　
還
暦
迎
え
し
息
子
に
従
わ
む
　
　
　
　
　
　
　
黒
西
葉
子

夜
更
け
ま
で
話
す
若
さ
に
つ
き
あ
え
ず

　
　
　
　
ふ
と
席
立
ち
て
窓
に
寄
り
た
り
　
　
　
　
　
　
河
野
昭
子

息こ

に
か
け
し
夢
も
未
来
も
う
た
か
た
の

　
　
　
　
夢
を
消
え
ゆ
き
風
花
の
舞
う
　
　
　
　
　
　
　
寺
岡
幸
子

鈴
な
り
に
赤
く
実
の
な
る
ま
ゆ
み
の
木

　
　
　
　
寒
き
朝あ

し
た

を
暖
め
く
る
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
奥
ふ
み
代

大
晦
日
闇
を
通
し
て
満
福
寺
の

　
　
　
　
新
年
迎
う
る
梵
鐘
ひ
び
く
　
　
　
　
　
　
　
　
森
下
玉
子

枯
野
中
寒
風
に
耐
へ
つ
つ
咲
く
す
み
れ

　
　
　
　
濃
き
紫
に
深
意
を
決
す
　
　
　
　
　
　
　
　
上
中
前
澄
子

飛
び
立
ち
し
小
鳥
の
後
の
枝
ゆ
れ
て

　
　
　
　
花
び
ら
こ
ぼ
る
庭
の
山
茶
花
　
　
　
　
　
　
笹
田
美
代
子

除
夜
の
鐘
家
族
揃
い
て
雑
煮
食
べ

　
　
　
　
世
界
平
和
を
祈
る
初
春
　
　
　
　
　
　
　
　
　
福
嶋
喜
代

※危険な方法での日食
観察は、おやめくださ
い！
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平
成
23
年
中
に
お
け
る
紀
美
野

町
消
防
署
管
内
の
火
災
・
救
急
・

救
助
の
出
動
件
数
を
紹
介
し
ま

す
。

火
災
出
動
件
数
の
状
況

平
成
23
年
中
の
火
災
出
動
件
数

は
９
件
で
、
前
年
に
比
べ
て
３
件

増
加
し
て
い
ま
す
。

火
災
種
別
で
み
る
と
、
建
物
火

災
４
件
、
林
野
火
災
１
件
、
そ
の

他
火
災
４
件
で
、
出
火
原
因
は
焚

き
火
に
よ
る
も
の
が
５
件
、
た
ば

こ
に
よ
る
も
の
が
１
件
、
ガ
ス
コ

ン
ロ
に
よ
る
も
の
が
１
件
、
風
呂

か
ま
ど
に
よ
る
も
の
が
１
件
、
そ

の
他
が
１
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

表
（
１
）
は
、
火
災
種
別
ご
と

の
出
動
件
数
で
す
。

救
急
出
動
件
数
の
状
況

平
成
23
年
中
の
救
急
出
動
件
数

は
、
合
計
５
６
５
件
で
前
年
に
比

べ
て
31
件
増
加
し
て
い
ま
す
。

事
故
種
別
ご
と
の
出
動
件
数
で

み
る
と
、
最
も
多
い
の
は
急
病
の

３
５
８
件
（
63
％
）
で
、
前
年
に

比
べ
14
件
増
加
し
て
い
ま
す
。
続

い
て
一
般
負
傷
の
98
件
（
17
％
）

で
、前
年
に
比
べ
て
６
件
増
加
し
、

次
に
交
通
事
故
の
50
件
（
９
％
）

で
、
前
年
に
比
べ
て
23
件
増
加
し

て
い
ま
す
。

又
、
救
急
出
動
に
伴
い
ド
ク

タ
ー
ヘ
リ
を
要
請
し
搬
送
し
た
人

数
は
21
人
で
、
前
年
に
比
べ
て
８

人
減
少
し
て
い
ま
す
。
救
急
医
療

シ
ス
テ
ム
等
を
利
用
し
て
の
「
病

院
紹
介
」
は
２
３
８
件
で
前
年
に

比
べ
37
件
減
少
し
て
い
ま
す
。

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
要
請
時
に
は
、

離
着
陸
場
に
於
い
て
医
師
に
よ
る

専
門
的
治
療
が
施
さ
れ
る
為
、
離

陸
ま
で
時
間
を
要
す
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。
又
、
砂
ほ
こ
り
や
騒
音

等
で
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
場
合

も
あ
り
ま
す
が
、
尊
い
生
命
を
救

う
為
、
皆
様
方
の
深
い
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

表
（
２
）
は
、
事
故
種
別
ご
と

の
救
急
出
動
件
数
で
す
。

救
助
出
動
件
数
の
状
況

事
故
等
に
よ
る
救
助
出
動
件
数

は
16
件
で
前
年
よ
り
13
件
増
加
し

て
い
ま
す
。
内
訳
は
、
交
通
事
故

６
件
、
そ
の
他
の
事
故
５
件
、
水

難
事
故
４
件
、
自
損
行
為
１
件
と

な
っ
て
い
ま
す
。

警
戒
出
動
件
数
の
状
況

警
戒
出
動
件
数
は
３
件
で
前
年

よ
り
２
件
減
少
し
て
い
ま
す
。

サ
イ
レ
ン
吹
鳴
に
つ
い
て

本
年
も
春
の
火
災
予
防
運
動
実

施
に
伴
い
、
サ
イ
レ
ン
の
吹
鳴
を

実
施
し
ま
す
の
で
火
災
と
お
間
違

え
の
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま

す
。

①
吹
鳴
日
時　

平
成
24
年
３
月
１
日
（
木
）　

午
前
７
時
00
分

②
吹
鳴
方
法

一
声
（
１
分
間
）

講
習
内
容

⑴　

心
肺
蘇
生
法
の
習
得

⑵　

出
血
時
の
止
血
法
の
習
得

⑶　

そ
の
他
応
急
手
当
に
関
す

　
　

る
こ
と

講
習
時
間

午
前
９
時
か
ら
正
午
ま
で
の
３

時
間
講
習
で
す
。

講
習
場
所　

紀
美
野
町
消
防
本
部

受
講
料　
　

無　

料

申
し
込
み
期
限

受
講
し
よ
う
と
す
る
月
の
前
月

の
20
日
ま
で

申
し
込
み
（
問
い
合
わ
せ
）
先

紀
美
野
町
消
防
本
部　

警
防
課
ま
で

（
℡　

４
８
９
‐
６
３
０
２
）

そ
の
他

・
定
員
の
都
合
上
、
日
を
改
め
て

実
施
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

・
職
場
、
学
校
、
自
治
会
等
団
体

で
の
申
し
込
み
は
、
随
時
受
け

付
け
て
い
ま
す
。
又
、
現
在
修

了
証
を
お
持
ち
の
方
で
前
回
受

講
し
て
か
ら
今
年
中
に
２
年
を

迎
え
る
方
は
、
再
講
習
を
受
講

し
て
く
だ
さ
い
。

３
月
１
日
～
３
月
７
日

春
の
火
災
予
防
運
動

３
月
７
日　

消
防
記
念
日

表⑴火災種別ごとの出動件数

表⑵　事故種別ごとの救急出動件数

4
1
4
9

番
９
１
１
は
助
救
・
急
救
・
災
火

「
消
し
た
は
ず　

決
め
つ
け
な
い
で　

も
う
一
度
」

12月の消防の動き
●火災発生件数…0件
【事故種別搬送人員】

管　内 管　外 合　計
急 病 41（１） （　）

　（　）

41（１）
一 般 負 傷 （　）
交 通 事 故 ４（１）

10（　） 10（　）
４（１）

４（　） ４（　）
　（　）

そ の 他 （　）
合 計 59（２） 59（２）
※（　）内については、ドクターヘリ搬送

次
回
の
普
通
救
命
講
習
・
再
講

習
は
３
月
4
日
（
日
）
で
す
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日本には四季があり、季節毎に綺麗な風景や、美味しい
料理が楽しめますが、寒さが厳しいこの時期は体の冷えが
原因で、血流が滞りやすく、血液のめぐりが悪くなって、
肩こりや風邪など、体調を崩してしまうことになります。

今回は体を内から温めるレシピ、外から温める簡単な方
法をご紹介します。

体を内から温める飲み物
生姜湯の作り方

（材料）１人分
生姜のすりおろしたもの　　小さじ１～２
ハチミツ　　　　　　　　　小さじ１
レモン汁　　　　　　　　　少々
熱湯　　　　　　　　　　　１５０ｃｃ

（作り方）
１、生姜は皮つきのままおろし金ですりおろす。 

（生姜をすりおろして、冷凍保存袋に平らにならし

て冷凍しておくと、使う時に必要な分だけ割って使
えるので便利です）

２、（１）とハチミツをカップに入れ、熱湯を注ぎ、ス
プーンでかき混ぜ、レモン汁を加える。

体を外から温める方法
１，「手浴」・・大きめの洗面器に４０～４２度の熱め

のお湯を手首が浸かる高さまで入れ、１０分程両手
を手首までお湯の中に入れる。お湯の中で手を握っ
たり、開いたり、マッサージをするとより効果的で
す。

２，「足浴」・・大きめの洗面器やバケツに４０～４２
度の熱めのお湯を入れ、１０分程両足をお湯の中に
入れる。足首より上部まで浸かるくらいにしましょ
う。（入浴剤を少し入れるとリラックス効果が高ま
ります）

 
お風呂場でなくても気軽にできる方法です、手先、
足先が冷えてつらい時に試してみてはいかがでしょ
うか。気分もほっこりしますよ。　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　産業課より

活
い

き生
い

きレシピコーナー（第20回）

海
南
税
務
署
か
ら
の

　
　
　
　
　
　
お
知
ら
せ

広
報
き
み
の
１
月
号
と
共
に
お

配
り
し
た
チ
ラ
シ
「
海
南
税
務
署

か
ら
の
お
知
ら
せ
」
の
「e-T

ax

」

を
利
用
し
て
申
告
す
る
と
…
「
②

添
付
書
類
を
提
出
省
略
」
の
記
載

内
容
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の

で
、
訂
正
い
た
し
ま
す
。

３
行
目

【
誤
】
３
年
間 

→
【
正
】
５
年
間

（
書
類
の
提
出
ま
た
は
提
示
を
求

め
ら
れ
る
期
間
が
従
来
の
３
年
か

ら
５
年
に
延
長
さ
れ
ま
し
た
。）

「e-T
ax

」
を
利
用
し
て
申
告

す
る
と
…

②
添
付
書
類
を
提
出
省
略

医
療
費
の
領
収
書
や
源
泉
徴
収

票
等
は
、
そ
の
記
載
内
容
を
入
力

し
て
送
信
す
る
こ
と
に
よ
り
、
提

出
又
は
提
示
を
省
略
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
（
確
定
申
告
期
限
か
ら

５
年
間
、
書
類
の
提
出
又
は
提
示

を
求
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。）。

日   時 イ ベ ン ト 名 開 催 場 所 問い合わせ （073）

5日（日）13:00 ～ 演劇とシンポジウム 文化センター りら創造芸術高等専修学校 482-0600
6日（月） 移動町長室【２７日(月)】 美里支所 総務課 489-5912

住民室 495-3471
　〃 11:00 ～ 犬ねこの譲渡講習会【１２日(日)・２６日(日)】 県動物愛護センター 県動物愛護センター 489-6500

13日（月） 天文台休館【～２４日（金）】 みさと天文台 498-0305
15日（水）13:30 〜 行政相談【～１５: ００】 中央公民館 総務課 489-5912

 美里支所 住民室 495-3471
19日（日） 9:00 ～ 和歌山県市町村対抗ジュニア駅伝競走大会 和歌山市 生涯学習課 489-5915
25日（土）15:00 ～ ＮＨＫ公開録音「名曲リサイタル」 文化センター 文化センター 495-9055

〃 中央公民館休館【～２６日（日】 中央公民館 489-5915

２月

編 集 後 記
寒中お見舞い申し上げます。
一年で一番寒い時期を迎えます。特に受験生の皆さんは、健康

管理に十分注意をして試験に臨んでください。また、19日（日）には和
歌山市で市町村対抗ジュニア駅伝競走大会が開かれ、各市町村
のたすきがつながれます。皆さん、紀美野町チームへの声援よろしく
お願いします。
頑張れ!!　受験生、紀美野町チーム!!

紀美野町の人口

（平成23年12月末現在）

紀美野町面積128.31km2

総人口………… 10,561人
 …………　男　 4,917人
 …………　女　 5,644人
 …………数帯世 4,613世帯

《献血にご協力お願いします》
（日時）平成２４年２月３日（金）
　　　　14：30～16：00
（場所）特別養護老人ホーム美里園前

※その日の健康状態や服薬等により、
献血できない場合があります。

　詳しくは、＊「けんけつちゃんね
る」をご覧ください。

＊テレビ和歌山（５ｃｈ）で、テレビリモコン
ⓓボタンを押すとご覧いただけます。
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こ
の
度
、
成
人
式
と
い
う
大
き

な
人
生
の
節
目
を
迎
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
今
ま
で
様
々
な
出

逢
い
と
別
れ
が
あ
り
ま
し
た
が
、

こ
う
し
て
懐
か
し
い
友
人
達
と
再

会
す
る
こ
と
が
で
き
嬉
し
く
思
い

ま
す
。

今
日
の
門
出
に
、
支
え
続
け
て

く
れ
た
恩
師
や
周
り
の
方
々
、
そ

し
て
、
今
ま
で
大
切
に
育
て
て
く

れ
た
祖
父
母
と
両
親
に
心
か
ら
感

謝
致
し
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と

う
。
し
か
し
、
二
十
歳
に
な
り
社

会
的
に
は
大
人
と
し
て
認
め
ら
れ

る
よ
う
に
は
な
っ
た
も
の
の
、
今

は
ま
だ
大
学
生
で
、
ま
だ
ま
だ
未

熟
で
至
ら
な
い
こ
と
も
あ
る
と
思

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
社
会
を

担
う
一
員
と
し
て
の
自
覚
と
責
任

を
持
っ
た
、
自
立
し
た
大
人
と
な

れ
る
よ
う
学
ん
で
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

こ
う
し
て
無
事
に
成
人
式
を
迎

え
ら
れ
た
こ
と
を
本
当
に
嬉
し
く

思
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
支
え
て
き

て
く
れ
た
家
族
に
は
も
ち
ろ
ん
、

友
人
た
ち
に
も
心
か
ら
感
謝
し
て

い
ま
す
。
成
人
と
な
っ
た
こ
と
を

誇
り
に
思
い
、
自
覚
と
責
任
感
の

あ
る
行
動
を
心
が
け
て
社
会
に
貢

献
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

成
人
を
迎
え
た
と
は
言
え
、

二
十
歳
と
い
う
の
は
ま
だ
ま
だ

色
々
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き

る
時
な
の
で
、
多
く
の
こ
と
を
経

験
し
て
、
自
分
を
成
長
さ
せ
て
行

こ
う
と
思
い
ま
す
。

こ
の
度
、
成
人
式
を
迎
え
る
こ

と
が
で
き
た
こ
と
を
両
親
を
は
じ

め
、
私
を
支
え
て
く
れ
た
方
々
に

心
か
ら
感
謝
い
た
し
ま
す
。
私
は

今
年
、
成
人
と
共
に
就
職
と
い
う

大
き
な
節
目
を
迎
え
、
社
会
人
と

し
て
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
、
周
り
の
方
々

に
ご
指
導
い
た
だ
き
な
が
ら
、
自

立
心
と
社
会
的
責
任
を
持
ち
、
何

事
に
も
前
向
き
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

成
人
を
迎
え
、
人
生
の
節
目
を

迎
え
ら
れ
た
こ
と
に
喜
び
を
感
じ

る
と
共
に
、
今
ま
で
支
え
て
く
だ

さ
っ
た
方
々
に
深
く
感
謝
し
て
お

り
ま
す
。
私
は
大
学
に
通
い
な

が
ら
音
楽
活
動
を
続
け
て
い
ま

す
。
そ
の
中
で
、
昨
年
は
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
や
地

元
の
方
々
の
御
協
力
で
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
ラ
イ
ブ
を
開
催
し
、
集
め

さ
せ
て
頂
い
た
お
金
を
義
援
金
と

し
て
、
被
災
地
に
送
る
活
動
も

行
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
成
人
と
し
て
の

自
覚
を
持
ち
、
多
く
の
方
々
と
関

わ
り
合
い
な
が
ら
、
様
々
な
体
験

を
し
て
、
社
会
貢
献
の
で
き
る
よ

う
、
何
事
に
も
積
極
的
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

植田和華さん
（神野市場）

石倉弘基さん
（松瀬）

常田陽香さん
（長谷）

紺谷壮志さん
（神野市場）

責
任
あ
る
大
人
と
し
て
、
ま
た
、
社
会
の
一
員
と
し
て
新
た
な

人
生
の
ス
タ
ー
ト
で
す
。
夢
と
希
望
を
持
ち
、
失
敗
を
恐
れ
ず
に

何
事
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
そ
し
て
、
人
生
の
目
標
に
向
か
っ
て

し
っ
か
り
と
歩
ん
で
く
だ
さ
い
。
新
成
人
４
人
の
方
に
、
二
十
歳

の
抱
負
を
述
べ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

祝 

成
人
お
め
で
と
う
!!

祝 

成
人
お
め
で
と
う
!!

祝 

成
人
お
め
で
と
う
!!
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